
 
 
関東社会学会・福祉社会学会共同企画テーマセッション in 関東社会学会第 60回大会 

 
 
 
 
 
 
 

 開催日時：2012 年 6 月 9 日（土）14:00～16:30 
 場  所：帝京大学八王子キャンパス 
 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：中筋直哉（法政大学）・樫田美雄（徳島大学） 
 

～発表者と演題～ 

１）富永 京子（東京大学大学院／日本学術振興会） 

「大学院生と資金助成・国際（国内）学会報告・論文執筆にともなう困難」 

２）齋藤 圭介（東京大学大学院） 

「学会誌における若手研究者の実態―『年報社会学論集』と『社会学評

論』の比較から」 

３）坂田 勝彦（東日本国際大学） 

「質的研究における「学際性」と若手研究者のキャリアパス――ハンセン病

問題研究のフィールドから」 

４）林原 玲洋（首都大学東京） 

「社会学者が「学際的」な学会に参加するために何が必要か」 

５）小宮 友根（日本学術振興会） 

「社会学の学際性と学会活動」 

 

 

 

 

2012/5/8 作成 

学会活動と論文投稿のノウハウを公開・共有しよう 
－研究活動支援と学会の自己認識のために 


